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COVID19による減収額の推計(JCOMM)
• 日本モビリティ・マネジメント会議(JCOMM) 影響試算レポート(2020/4/30)
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需要の回復状況と推計シナリオの比較
• 都市内交通
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楽観シナリオ１

楽観シナリオ２

中期化シナリオ

長期化シナリオ
対前年比
輸送人員
or
運送収入

タクシー

大手民鉄

バス（一般路線）

中小民鉄

実績値 →事業者見込み値

データ出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症
による関係業界への影響について」

中期〜長期化シナリオの間



需要の回復状況と推計シナリオの比較
• 都市間交通
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楽観シナリオ１

楽観シナリオ２

中期化シナリオ

長期化シナリオ

対前年比
輸送人員
or
運送収入

東海道新幹線
（大阪口）

バス（貸切）

バス（高速等）

実績値 →事業者見込み値

航空（国内線）

データ出典：国土交通省「新型コロナウイルス感染症
による関係業界への影響について」，
JR東海(JR東海は2月24日までの公表実績値）

• 長期化シナリオに近い
※都市間交通の収益は地域交通を支えている
地域交通維持のモデルの崩壊



減収額（実績）の推計結果
• 6-7兆円規模の減収額 （※4月予測推計と同一の⽅法による推計値）

5Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College



COVID-19の交通事業への影響
• 数兆円規模の減収はほぼ間違いない状況
• 減収だけでなく，損益は？
（そもそも赤字，黒字？）

• 雇用調整助成金などの助成金でカバーされている
のでは？

• 公共交通事業とは何なのか？
• 公共交通事業のビジネスモデルの転換点？

• 特に，地域交通を支える仕組み
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交通事業者の決算による分析
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２.交通事業者の決算による分析
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• COVID-19禍による各交通業界の経営への影響について，
現状を的確に把握

• 四半期ごとに上場企業(東証１部・2部，ジャスダックを対象)
が開示しているIR情報（決算短信）を使用

• 対象時期 (2019年4月)〜2021年3月

• 四半期の売上額（営業収益）
→企業が一般的な営業活動から得た収入

• 四半期の営業利益・損失額
→営業収益から販売費などを差し引いた利益

• 雇用調整助成金等助成金受給額
→企業の雇用調整（休業）による休業手当等への助成金

・分析の目的
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決算短信での記述 （神奈川中央交通の例）
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• 決算短信



決算短信での記述 （神奈川中央交通の例）
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• 損益計算書(P/L)と助成金(雇用調整助成金など)

←雇用調整助成金を
含めた，助成金収入が
営業外収益に計上
(前の期はゼロ)



決算短信での記述
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• 助成金収入受給の計上状況 (2021年3月期)
計上項目 計上科目名

バス
神姫バス 営業外収益 助成金収入
神奈川中央交通 特別利益 助成金収入

営業外収益 助成金収入
新潟交通 営業外収益 雇用調整助成金

私鉄
東武鉄道 営業外収益 助成金収入
東京急行電鉄 特別利益 雇用調整助成金
京浜急行電鉄 営業外収益 助成金収入
小田急電鉄 特別利益 助成金収入
京王電鉄 営業外収益 助成金等収入
西武HD 特別利益 雇用調整助成金等受入額
名古屋鉄道 営業外収益 雇用調整助成金
富士急行 特別利益 雇用調整助成金
京成電鉄 営業外収益 雇用調整助成金
秩父鉄道 営業外収益 助成金収入
広島電鉄 特別利益 新型コロナウイルス感染症に係る助成金
神戸電鉄 営業外収益 雇用調整助成金
南海電気鉄道 特別利益 補助金
山陽電気鉄道 営業外収益 雇用調整助成金
京福電気鉄道 -- --
相鉄HD -- --
新京成電鉄 -- --

航空
ANAHD 営業外収益 雇用調整助成金
日本航空 -- --

JR
九州旅客鉄道 営業外収益 雇用調整助成金
東海旅客鉄道 営業外収益 雇用調整助成金
東日本旅客鉄道 営業外収益 雇用調整助成金



決算短信での記述 （神奈川中央交通の例）
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• セグメント（部門）別
• 各社が設定した事業部門での売上・利益が記述
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業種 対象の企業

JR (3社) 九州旅客鉄道，東海旅客鉄道，東日本旅客鉄道

私鉄 (17社) 山陽電気鉄道，京福電気鉄道，名古屋鉄道，神戸電鉄，南海電気鉄道，
広島電鉄，西武HD，新京成電鉄，秩父鉄道，富士急行，京成電鉄，
京王電鉄，小田急電鉄，京浜急行電鉄，東京急行電鉄，相鉄HD，
東武鉄道

バス (3社) 神姫バス，神奈川中央交通，新潟交通

航空 (2社) ANAホールディングス，日本航空

物流 (18社) SBSHD，SGHD，C&Fロジ，丸和運輸機関，日立物流，エスライン，
セイノーHD，福山通運，日本石油輸送，ニッコンHD，トナミHD，
センコーGHD，丸全昭和運輸，山九，ヤマトHD，日本通運，
ハマキョウ，鴻池運輸

対象企業：セグメント別決算を四半期で公表している企業

交通事業者の決算による分析



増収・減収状況（旅客事業者，対2018年度同期比）

• COVID-19の感染拡大により，ほぼ全社で減収
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増益・減益状況（旅客事業者，対2018年度同期比）

• COVID-19の感染拡大により，ほぼ全社で減益
• １回目の緊急事態宣⾔時は全社赤字．
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決算の分析結果
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営業収益(売上額)（合計）

• COVID-19禍前後で，約2兆2,000億
円で推移する傾向に変化なし

• さらに2021年1~3月期は，2019年
同期比で約10％増収

私鉄 物流
• 緊急事態宣⾔中の2020年4～6月期は，
対前年同期比の約65％まで減収

• その後緩やかに回復傾向がみられるも，
再度の緊急事態宣言の影響もあり
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決算の分析結果
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営業収益(売上額)（合計）

JR 航空
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• 長距離の比率の高い航空・JRは苦戦
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２.決算の分析結果
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営業利益・損失（合計）

• 2019年3～12月期と2020年3～12月
期で同様の傾向，赤字なし

• さらに2021年1~3月期は，対2019
年同期比で＋80%の増益

私鉄
• 2020年1~3月期以降，交通部門はすべて
赤字

• さらに，利益の半分を占める交通以外の
部門も赤字・利益が大幅に低下

物流
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決算の分析結果
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営業利益・損失（合計）

JR 航空

• 長距離の比率の高い航空・JRは苦戦
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助成金(雇用調整助成金等)の受給状況
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• 旅客事業者はほとんどが受給している状況

損益計算書での助成金等（雇用調整助成金など）の計上状況
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• 助成金の営業収益（売上）額に対する受給額の割合極めて小さい

決算の分析結果
営業収益 (売上額)額 対 助成金額（2021年3月期）合計

（助成金額は公表値）
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• 助成金の営業利益に対する受給額の割合も同様に極めて小さい

決算の分析結果
営業利益(損失)額 対 助成金額（2021年3月期）合計

（助成金額は公表値）
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分析のまとめ

23Kanda-Lab, National Institute of Technology, Kure College

• 交通事業者の交通部門は減収、多額の赤字に
• 更に，交通以外の付帯事業による収益・利益も大幅減
• 利益額に対して，雇用調整助成金の受給額はわずか

（別途研究調査で）
• 昼間の乗車数が減少，定期券ユーザーも減少傾向にあり

• 現在も公共交通の危機的状況は継続しており，
対する支援もまだまだ十分とは言い難い

• 長距離交通で稼ぎ，地域交通に補填する内部補助のモデル
の崩壊

• 「アフターコロナ」を見据えた支援策が必要
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